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展開して保存する場所を決めます。（後で探しや
すい場所にします）

展開して保存した Futaba_Update_Utility_Ver1.1ファイル

「展開」をクリック

ダ ウ ン ロ ー ド し た「Futaba_Update_Utility_
Ver1.1.zip」の上をマウスで右クリックして、「すべ
て展開 (T)...」をクリック

ダウンロードファイル ZIPの展開（解凍）

ダウンロードしたファイル Futaba_Update_Utility_Ver1.1は ZIP形式の圧縮ファイルになって

いますので、これを展開（解凍）します。

1.  ファイル Futaba_Update_Utility_Ver1.1.zipを右クリックします。

2.  表示したメニューの「すべて展開」をクリックすると展開ウィザードが起動します。

3.  ウィザードの指示に従い展開（解凍）します。展開して保存する場所は、後で探しやすい場所にし
ます。
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Futaba_Update_Utility_Ver1.1

アップデートファイル

アップデート実行プログラム

展開（解凍）ファイルの確認

展開（解凍）したファイルを確認しておきましょう。

1.  展開（解凍）が終わると、下図のような Futaba_Update_Utility_Ver1.1という名前のフォル

ダのが作成されます。

2.  Futaba_Update_Utility_Ver1.1フォルダをダブルクリックすると、フォルダ内が表示されファ

イルが確認できます。

CDR-6000Lをパソコンに接続

次の手順で手持ちのCDR-6000Lを PC（パソコン）のUSBポートに接続します。

1.  パソコンの電源を入れ、Windowsを起動します。

2.  他のすべてのアプリケーションが閉じられていることを確認してください。ウィルスチェックソフ
ト等、常駐プログラムがある場合はすべて停止してください。

3.  CDR-6000Lを PCのUSBポートに接続します。

4. CDR-6000Lを電源に接続します。

USBポート

CDR-6000L

CDR-6000Lに付属の
USBケーブル

Futaba_Update_Utility_Ver1.1を
ダウンロードした PC

接続図
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アップデート実行プログラム

▼をクリックしてリストから 9600を選ぶ

CDR-6000Lアップデート

以下の手順でCDR-6000Lをアップデートします。

1.  PCで展開（解凍）したアップデート実行プログラム Futaba_Update_Utility_Ver1.1をダブ

ルクリックします。

2. Futaba Firmware Update Utility. Ver1.1が起動します。

3. 「Baud Rate」を 9600に設定します。
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リストに「Silicon Labs CP210x USB to UART Bridge」が表示されない場合は、

SILICON LABS 社のWEBサイトから、ご使用 PCのOSに該当する「CP210x USB 

to UART Bridge VCP Drivers」を入手して、インストールしてください。

アップデートファイル

「Silicon Labs CP210x USB to UART Bridge (com#)」を選んで「OK」をクリック

「Search」をクリック

「Browse」をクリック

4.  [Search]ボタンで、COMポートのリストを表示して、「COM Port」に「Silicon Labs 

CP210x USB to UART Bridge」が接続されているCOMナンバーを設定します。

5.  [Browse]ボタンで、アップデートファイルを設定します。展開（解凍）した実行プログラム

Futaba_Update_Utility_Ver1.1と同じフォルダの中にあります。
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「Start」をクリック

「Successfully Done !!」と表示したらアップデートは完了

ファームウェアのバージョン

FUTABA
CDR-6000L V2.00

6. [Start]をクリックしてアップデートを始めます。

 Logに「Successfully Done !!」と表示したらアップデートは完了です。

V2.00

CDR-6000Lファームウェアバージョンの確認

CDR-6000L に電源を接続すると、電子音がしてCDR-6000L の起動画面が約 2秒間表示され、

ファームウェアのバージョンを確認できます。



CDR-6000L アップデート V2.0

SET  CHG  PEAK
4.20V / Cell

SET  BATTERY
LiPo(LiHV)LiPo(LiHV)
LiPo, LiPo(LiHV), LiFe, Pb, NiCd, 
NiMh, LiIo

4.20V / Cell

＊ハイボルテージ LiPoに対応しました。

取扱説明書 P20-21の以下の内容を変更します。

P20. SET BATTERY (バッテリータイプ )の選択】

メモリ画面から [DOWN]ボタンを押して、バッテリータイプの
設定画面に移動します。接続するバッテリーのタイプを選びます。

[ENTER]ボタンを押すと "バッテリータイプ "が点滅し設定モー
ドになります。

[UP]か [DOWN]ボタンでバッテリータイプを選択し、[ENTER]ボタンを押して設定モードを
終了します。

3.7V or・LiPo(LiHV) ：リチウムポリマーバッテリー（公称 3.8V/セル）

・LiIo ：リチウムイオンバッテリー（公称 3.6V/セル）

・LiFe ：リチウムフェライト（LiFePO4）バッテリー（公称 3.3V/セル）

・NiCd ：ニッカドバッテリー（公称 1.2V/セル）

・NiMh ：ニッケル水素バッテリー（公称 1.2V/セル）

・Pb ：鉛バッテリー（公称 2V/セル）

＊ 同じメモリ内でバッテリータイプを変更すると、元の変更前のタイプに戻してもメモリの内容が初

（LiPoとLiPo(LiHV) については "SET CHG PEAK"（充電終止電圧）の設定で切り替えてください）

期化されます。バッテリータイプを変更したら、その他の設定（電圧、容量など）を再度設定して

ください。

P21. 【SET CHG PEAK (充電終止電圧 )の設定】

 リチウム系 (LiPo, LiPo（LiHV）, LiFe, LiIo)バッテリー専用
充電 /放電電流設定画面から [DOWN]ボタンを押して、ピーク
電圧設定の画面に移動します。接続するバッテリーの充電カット

電圧を設定します。

[ENTER]ボタンを押すと "セル当りのピーク電圧 ---V/Cell"が点滅し設定モードになります。[UP]
か [DOWN]ボタンでセル当りの充電終止電圧を設定し、[ENTER]ボタンを押して設定モードを
終了します。

・設定範囲 ---3.70～ 4.35V/Cell

＊ 推奨 ---LiIo : 4.1V/Cell　/LiPo : 4.2V /LiPo(LiHV) : 4.25V /Cell /LiFe : 3.6Vcell 

 (バッテリーに指定ある場合はその値）

＊ ただし、参加レースの規定に、上限電圧の制限がある場合は、その値以下に設定してください。


